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１
．「
学
生
相
談
」
に
対
す
る
意
識
の
変
化

十
年
近
く
学
校
教
育
の
現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
私
が
、
長
崎
大
学

の
学
生
相
談
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
五
年
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と

は
、
連
携
の
難
し
さ
で
あ
っ
た
。
当
時
の
長
崎
大
学
に
は
、「
そ
ん

な
こ
と
ま
で
大
学
生
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」「
特
別
扱
い
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
等
と
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
大
き
な
壁
が
あ
っ
た
。「
学
生
相
談
室
が
あ
る
か
ら
学
生
が
駄
目

に
な
る
」
と
否
定
し
た
り
、「
相
談
に
行
く
の
は
愚
か
な
こ
と
だ
」

と
罵
っ
た
り
す
る
教
員
が
い
た
た
め
、
本
当
は
相
談
に
行
き
た
く
て

も
人
目
を
気
に
し
て
相
談
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
学
生
も
い
た
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、「
学
生
相
談
」
に
対
す
る
認
識
が
低
く
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
へ
の
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
。
私
は
何
度
も
「
も
う
辞
め

よ
う
」
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
目
の
前
に
い
る
学
生
を
放
っ
て
お

く
こ
と
が
で
き
ず
、「
こ
の
学
生
が
授
業
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
辞
め
よ
う
」
と
思
い
直
し
、
心
理
面
と
修
学
面
の
統
合
的
な
サ
ポ

ー
ト
を
目
指
し
て
、
地
道
に
学
務
係
や
教
員
室
に
足
を
運
ん
で
は
連

携
・
協
力
を
求
め
た
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、
目
の
前
の
学
生
の
こ
と
を

考
え
て
走
り
回
っ
て
い
る
う
ち
に
五
年
と
い
う
月
日
が
過
ぎ
、
ふ
と

振
り
返
れ
ば
い
く
つ
か
の
成
功
例
を
重
ね
て
お
り
、「
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
」
と
い
う
仕
事
や
私
の
顔
と
名
前
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
こ
こ
二
～
三
年
は
、
教
員
の
方
か
ら
「
何
か
悩
み
を

抱
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
」
と
学
生
を
紹
介
し
て
く
れ
た

り
、
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
学
生
を
早
い
段
階
で
相
談
に
連
れ
て
き

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
と
な
っ
た
学
生
の
復
学
援
助

―
閉
ざ
し
た
心
を
再
び
開
か
せ
た
チ
ー
ム
援
助
―

富
永　

ち
は
る

（
長
崎
大
学
保
健
・
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
臨
床
心
理
士
／
学
校
心
理
士
）

●
事
例
●
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て
く
れ
た
り
、「
学
生
に
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
」
と
教
員
が
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
来
室
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

お
り
、
こ
の
五
年
間
の
現
場
の
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

ま
た
、
現
場
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
中
枢
部
に
お
い
て
も
相
談
体

制
の
見
直
し
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
こ
の
厳
し
い
ご
時
世
に
も
関
わ

ら
ず
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
や
雇
用
形
態
の
改
善
が
な
さ
れ
、
大

学
全
体
の
意
識
の
高
さ
が
伺
え
る
。
特
に
学
生
相
談
に
関
し
て
は
、

学
生
の
も
っ
と
も
身
近
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目
指
し
た
全
学
的
な
相

談
体
制
作
り
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

新
し
い
相
談
体
制
の
中
核
的
役
割
を
担
う
の
が
、
保
健
・
医
療
推
進

セ
ン
タ
ー
（
旧
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
）
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
部
門
で

あ
る
。
こ
の
部
門
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
セ
ン
タ
ー
改
変
の
際
に
新

設
さ
れ
、
学
内
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
一
元
化
す
る
と
い
う
方
向
性
が

示
さ
れ
た
（
こ
の
と
き
、
学
生
何
で
も
相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
だ

っ
た
私
も
こ
の
部
門
に
異
動
し
た
）。
学
生
相
談
は
「
健
康
・
心
理

面
」
と
「
修
学
面
」
両
方
へ
の
援
助
が
必
要
な
た
め
、
学
部
と
の
連

携
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
本
学
は
総
合
大
学
で

あ
り
、
教
職
員
数
も
多
い
た
め
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
人
的
な
伝
手

を
頼
り
に
し
な
が
ら
連
携
を
求
め
て
い
く
ば
か
り
で
は
限
界
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
学
生
達
が
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
安
心

し
て
、
公
平
な
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
全
学
的
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
連
携
と
チ
ー
ム
援
助

私
は
、
学
校
教
育
現
場
で
学
ん
だ
「
チ
ー
ム
援
助
」
を
大
学
で
も

実
践
し
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
せ
め
て
学
内
で
は
「
顔
の
見
え

る
チ
ー
ム
援
助
」
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

私
が
参
考
に
し
て
い
る
「
チ
ー
ム
援
助
」
と
は
「
援
助
ニ
ー
ズ
の

大
き
い
子
ど
も
を
、
学
習
面
、
心
理
・
社
会
面
、
進
路
面
、
健
康
面

に
お
け
る
問
題
状
況
の
解
決
を
目
指
し
て
、
複
数
の
専
門
家
と
保
護

者
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
援
助
す
る
」（
石
隈
、
一
九
九
九
）
こ
と
で
、

「
相
互
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
つ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
石

隈
は
、
著
書
『
学
校
心
理
学
』（
一
九
九
九
）
の
中
で
、
援
助
チ
ー

ム
の
機
能
を
五
つ
挙
げ
て
い
る
。
私
は
そ
れ
を
、「
学
生
」
に
置
き

換
え
て
、
学
生
相
談
に
お
け
る
チ
ー
ム
援
助
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
紹

介
し
た
い
（
表
︲
１
）。

大
学
に
お
い
て
も
「
修
学
面
」、「
心
理
・
社
会
面
」、「
進
路
・
就

職
面
」、「
健
康
面
」
の
専
門
家
と
し
て
異
職
種
で
援
助
チ
ー
ム
を
組

み
、
チ
ー
ム
員
と
し
て
の
自
覚
と
守
秘
義
務
の
下
で
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
つ
ま
り
チ
ー
ム
援
助
は
学
生
の
総
合
的
な

援
助
を
目
指
す
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
も
言
え
る
。

但
し
、
ま
だ
本
学
で
は
チ
ー
ム
援
助
が
全
学
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
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て
構
築
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今

回
紹
介
す
る
事
例
も
ま
だ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
個
人
的
な
レ
ベ
ル
で
の

実
践
例
で
あ
る
こ
と
を
了
承
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
事

例
２
で
は
、
藤
川
（
二
〇
〇
七
）

の
「
異
職
種
間
の
協
力
に
よ
る
援

助
三
タ
イ
プ
」
を
参
考
に
し
な
が

ら
連
携
し
た
事
例
で
あ
る
。
特
に

「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
図
︲
１
）

と
い
う
形
で
の
連
携
が
で
き
る
よ

う
な
信
頼
関
係
を
日
頃
か
ら
大
事

に
し
た
い
と
心
が
け
て
い
る
。

３
．
日
々
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら

学
生
相
談
に
携
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
よ
く
思
い
出
す
の

は
、
北
風
と
太
陽
の
話
で
あ
る
。

旅
人
が
上
着
を
脱
ぐ
た
め
に
必
要

だ
っ
た
の
は
、
直
接
脱
が
せ
る
強

い
風
（
力
）
で
は
な
く
、
上
着
無

し
で
も
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
（
温
か
さ
）
で
あ
っ
た
。
ひ
き

こ
も
っ
た
学
生
が
外
に
出
る
た
め
に
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、

力
や
脅
し
で
登
校
を
促
す
よ
り
、
そ
の
学
生
が
「
何
と
か
な
る
か

も
」
と
思
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
先
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
度

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
離
れ
た
学
生
が
、
再
び
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
歩
を
踏

み
入
れ
る
に
は
大
き
な
勇
気

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
勇
気

を
支
え
る
の
は
「
も
し
か
し

た
ら
、
何
と
か
な
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
本
人
の
気

持
ち
で
あ
り
、
そ
の
気
持
ち

を
支
え
る
の
が
、
戻
り
や
す

い
環
境
作
り
の
た
め
の
「
チ

ー
ム
援
助
」
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
学
生
が
勇
気
を
出
そ

う
と
す
る
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
逃
さ
ず
、
し
っ
か
り
と

成
功
体
験
へ
と
結
び
つ
け
る

こ
と
が
私
の
役
割
で
あ
ろ

う
。
人
間
は
失
敗
経
験
を
重

ね
る
た
び
に
自
信
を
失
い
、

表︲１　学生相談におけるチーム援助のメリット

① 多方面の専門家からなり、学生を総合的に理解できる。
② 学生の問題状況の効果的な解決を目指す。
③ �教員が学生を効果的に指導・援助するための案を具体的に提供する。教員を情
緒的にサポートする機能を持つ。

④ �保護者を含む。保護者が家庭でできる指導・援助案を具体的に提供する。保護
者の情緒的サポートも行う。

⑤ �チーム構成員の援助力が向上する。その援助力は他の学生にも生かされ、“ 予
防的 ” に働く。

表－１ 学生相談におけるチーム援助のメリット 
① 多方面の専門家からなり、学生を総合的に理解できる。 
② 学生の問題状況の効果的な解決を目指す。 
③ 教員が学生を効果的に指導・援助するための案を具体的に提供する。教員を情緒的に
サポートする機能を持つ。 

④ 保護者を含む。保護者が家庭でできる指導・援助案を具体的に提供する。保護者の情
緒的サポートも行う。 

⑤ チーム構成員の援助力が向上する。その援助力は他の学生にも生かされ、“予防的”
に働く。 
つまり、学部の学務係職員や教員は「修学面」、カウンセラーは「心理・社会面」、キャ

リア支援センターの職員は「進路・就職面」、保健センターや学外医療機関の医師らは「

健康面」の専門家として、異職種でチームを組み、援助チームとしての守秘義務の下で情

報を共有しながら、学生の総合的な援助を目指す「プロジェクトチーム」だと言える。 
但し、まだ本学では全学的なシステムとして構築できていないため、今回紹介する事例

もまだカウンセラーの個人的レベルでのチーム援助実践例であることを了承いただきた

い。また、後述する事例２では、藤川（二〇〇七）の「異職種間の協力による援助三タイ

プ」を参考にしながら連携した事例であり、特に図－１の「コラボレーション」という形

での連携ができるような信頼関係を日頃から大事にしたいと心がけている。 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．日々のカウンセリングから 
学生相談に携わるようになってから、よく思い出すのは、北風と太陽の話である。旅人

が上着を脱ぐために必要だったのは、直接脱がせる強い風（力）ではなく、上着無しでも

過ごすことができる環境（温かさ）であった。ひきこもった学生が外に出るために何を必

要としているのか、力や脅しで登校を促すより、その学生が「何とかなるかも」と思える

環境をまず作ることが先ではないだろうか。一度キャンパスから離れた学生がキャンパス

に一歩を踏み入れるには大きな勇気が必要である。その勇気を支えるのは「もしかしたら

、何とかなるかもしれない」という本人の気持ちであり、学生が自分で自分の背中を押し

てくれるのではないか。そのタイミングを逃さず、しっかりと成功体験へと結びつけるこ

とが私の役割であろう。人間は挫折を重ねるたびに自信を失い、「やっぱり自分には無理

だ」ともっと大きな挫折感を持ってしまう。失敗経験が重なるほど復帰はますます困難に

なる。だからこそ、復帰・復学してくる学生の第一歩をしっかりとチーム援助で支え、受

け止め、成功体験へと導くことが鍵となる。 
 
事例１：復学後研究室に馴染めずに不登校となった学生の復学援助例 
理系学部のＡ君は、四年生の後期にバイク事故で頭を強打した。大手術を要し、入院・

通院治療のため休学し、卒業できないため内定していた就職を辞退した。A君は治療・リ
ハビリの甲斐あって、三月頃には脳機能以外はほぼ回復できており、主治医から「大学に

行くことがリハビリになる」と励まされながら、在学五年目の四月に復学した。残すは卒

論の提出と発表さえできれば卒業という状態であったため、記憶がまだ断片的ではあった

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１：コラボレーション（藤川,二〇〇七） 

援助者 A 援助者 B 
 

利用者 

新たなサービスの構成 

相互の援助 

援助 A ’ 援助 B ’ 

図 1　コラボレーション（藤川、2007）
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「
や
っ
ぱ
り
自
分
に
は
無
理
だ
」
と
も
っ
と
大
き
な
挫
折
感
を
味
わ

い
状
況
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
復
帰
・
復
学
し

て
く
る
学
生
の
第
一
歩
を
し
っ
か
り
と
チ
ー
ム
援
助
で
支
え
、
受
け

止
め
、
成
功
体
験
へ
と
導
く
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

事
例
１
：
復
学
後
研
究
室
に
馴
染
め
ず
に
不
登
校
と
な
っ
た
学
生
の

復
学
援
助
例

理
系
学
部
の
Ａ
君
は
、
四
年
生
の
後
期
に
バ
イ
ク
事
故
で
頭
を
強

打
し
た
。
大
手
術
を
要
し
、
入
院
・
通
院
治
療
の
た
め
休
学
し
、
卒

業
で
き
な
い
た
め
内
定
し
て
い
た
就
職
を
辞
退
し
た
。
Ａ
君
は
治

療
・
リ
ハ
ビ
リ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
三
月
頃
に
は
脳
機
能
以
外
は
ほ
ぼ

回
復
で
き
て
お
り
、
主
治
医
か
ら
「
大
学
に
行
く
こ
と
が
リ
ハ
ビ
リ

に
な
る
」
と
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
在
学
五
年
目
の
四
月
に
復
学
し

た
。
残
す
は
卒
論
の
提
出
と
発
表
さ
え
で
き
れ
ば
卒
業
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
た
め
、
記
憶
が
ま
だ
断
片
的
で
は
あ
っ
た
が
、
周
囲
は
何

と
か
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
復
学
し
て
間
も
な

く
、
五
月
頃
か
ら
ゼ
ミ
を
休
む
よ
う
に
な
っ
た
。
心
配
し
て
担
当
教

員
が
自
宅
へ
電
話
を
す
る
と
、
Ａ
君
は
教
員
と
電
話
で
話
す
こ
と
は

で
き
て
も
研
究
室
に
は
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ズ
ル
ズ
ル
と
三
月
ま

で
登
校
で
き
ず
に
、
在
学
六
年
目
に
入
っ
た
。
両
親
が
必
死
に
働
き

か
け
、
四
月
は
頑
張
っ
て
ゼ
ミ
に
顔
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
や

は
り
前
年
と
同
じ
よ
う
に
五
月
頃
か
ら
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
だ
け
」
と
悩
ん
だ
母
親

が
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
学
生
何
で
も
相
談
室
の
存
在
を
知

り
、「
わ
ら
に
も
す
が
る
思
い
で
電
話
し
ま
し
た
」
と
相
談
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
Ａ
君
へ
の
援
助
が
始
ま
っ
た
。

チ
ー
ム
援
助
の
実
際

○
本
人
・
両
親
と
面
談
：
両
親
と
一
緒
に
相
談
に
来
た
Ａ
君
は
、
ゆ

っ
く
り
と
自
分

の
気
持
ち
を
話

し
て
く
れ
た
。

「
自
分
の
記
憶

に
自
信
が
無

い
。
ゼ
ミ
で
交

わ
さ
れ
る
言
葉

が
、
事
故
前
に

習
っ
た
も
の
な

の
か
、
習
っ
て

い
な
い
新
し
い

言
葉
な
の
か
の

区
別
が
つ
か

ず
、
意
味
が
わ

が、周囲は何とか大丈夫だろうと思っていた。ところが復学して間もなく、五月頃からゼ

ミを休むようになった。心配して担当教員が自宅へ電話をすると、A君は教員と電話で話
すことはできても研究室には行くことができず、ズルズルと三月まで登校できずに、在学

六年目に入った。両親が必死に働きかけ、四月は頑張ってゼミに顔を出すことができたが、

やはり前年と同じように五月頃から登校できなくなった。「このままでは同じことを繰り

返すだけ」と悩んだ母親が、大学のホームページで学生何でも相談室の存在を知り、「わ

らにもすがる思いで電話しました」と相談したことによって、初めてＡ君への援助が始ま

った。 
チーム援助の実際 
○本人・両親と面談：両親と一緒に相談に来たＡ君は、ゆっくりと自分の気持ちを話して

くれた。「自分の記憶に自信が無い。ゼミで交わされる言葉が、事故前に習ったものなの

か、習っていない新しい言葉なのかの区別がつかず、意味がわからない。ゼミの後輩達に

そのことが知られるのが怖い。また、ゼミ生の名前と顔を覚えられない。また、二つのこ

とを同時にすることがうまくできない（例：先生の話を聴きながら記録する作業など）。」

私はその言葉にじっくりと耳を傾け、Ａ君のニーズは何かを考えた。まず「ゼミへの適応

と卒論作成のための基本的な指導」が必要であり、Ａ君の脳機能の状態を把握した上で大

学でも適切な援助を行う必要があると見立て、本人と両親に、ゼミ教員、主治医、保健管

理センターの医師らと連携する必要があることを説明し、承諾を得た。 
○カウンセリングチーム・ミーティングにて対応を検討：まず、保健管理センターに事故

に関する情報がなく、Ａ君の脳機能の状態について、主治医の意見を確認する必要がある

ため、主治医との連携は保健管理センターの精神科医が行うこととし、ゼミでの様子につ

いては私がコーディネーターとなって主治医やチーム援助者に情報提供することとした。 
 

 
 
 
 
○主治医との連携：主に保健管理センター精神科医担当し、私からは、ゼミ教員らから得

た研究室での A 君の情報を主治医に伝えた。精神科医と主治医との打合せにより、脳機
能の回復は問題無いが、不安が強く、抑うつ状態が考えられるため、主治医から抗うつ薬

を処方されることとなった。また、センター精神科医が A 君と母親と面談して、脳の傷

図－２：学生 Aへの援助チーム 
（石隈（一九九九）による援助チーム例を引用） 図－２：学生Aへのチーム援助

（石隈（1999）による援助チーム例を引用）
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か
ら
な
い
。ゼ
ミ
の
後
輩
達
に
そ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
が
怖
い
。

ま
た
、
ゼ
ミ
生
の
名
前
と
顔
を
覚
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
二
つ
の

こ
と
を
同
時
に
す
る
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な
い
（
例
：
先
生
の
話

を
聴
き
な
が
ら
記
録
す
る
作
業
な
ど
）。」
私
は
そ
の
言
葉
に
じ
っ

く
り
と
耳
を
傾
け
、Ａ
君
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
を
考
え
た
。
ま
ず「
ゼ

ミ
へ
の
適
応
と
卒
論
作
成
の
た
め
の
基
本
的
な
指
導
」
が
必
要
で

あ
り
、
Ａ
君
の
脳
機
能
の
状
態
を
把
握
し
た
上
で
大
学
で
も
適
切

な
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
見
立
て
、
本
人
と
両
親
に
、
ゼ
ミ

教
員
、
主
治
医
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
医
師
ら
と
連
携
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
承
諾
を
得
た
。

○
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
対
応
を
検
討
：

ま
ず
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
事
故
に
関
す
る
情
報
が
な
く
、
Ａ

君
の
脳
機
能
の
状
態
に
つ
い
て
、
主
治
医
の
意
見
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
主
治
医
と
の
連
携
は
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
精

神
科
医
が
行
う
こ
と
と
し
、
ゼ
ミ
で
の
様
子
に
つ
い
て
は
私
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
主
治
医
や
チ
ー
ム
援
助
者
に
情
報
提

供
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
主
治
医
と
の
連
携
：
主
に
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医
が
担
当

し
、
私
か
ら
は
、
ゼ
ミ
教
員
ら
か
ら
得
た
研
究
室
で
の
Ａ
君
の
情

報
を
主
治
医
に
伝
え
た
。
精
神
科
医
と
主
治
医
と
の
打
合
せ
に
よ

り
、
脳
機
能
の
回
復
は
問
題
無
い
が
、
不
安
が
強
く
、
抑
う
つ
状

態
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
主
治
医
か
ら
抗
う
つ
薬
を
処
方
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
す
ぐ
に
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医
が
Ａ
君
と
母
親
と

面
談
し
て
、
脳
の
傷
の
状
態
は
殆
ど
記
憶
に
影
響
は
無
い
こ
と
、

事
故
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
や
不
安
、
辛
い
記
憶
を
無

意
識
に
抑
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
記
憶
に
も
影
響
が
出

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
説
明
し
、
主
治
医
か
ら
処
方
さ
れ
る
抗

う
つ
薬
を
飲
ん
で
様
子
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
担
当
教
員
と
の
連
携
：
教
員
と
し
て
は
、
年
度
初
め
に
、
Ａ
君
の

体
調
の
こ
と
を
ゼ
ミ
生
に
説
明
し
て
Ａ
君
へ
の
配
慮
を
促
し
、
で

き
る
限
り
の
教
育
的
配
慮
を
し
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
。し
か
し
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
教
員
自
身
も
Ａ
君
の
身
体
の
こ
と

を
気
遣
う
あ
ま
り
、「
無
理
を
さ
せ
て
も
よ
く
な
い
だ
ろ
う
し
、

で
も
来
て
く
れ
な
い
と
卒
業
研
究
は
進
め
ら
れ
な
い
し
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
…
」
と
対
応
に
困
っ
て
い
た
。
主
治
医
と
精
神
科

医
の
見
立
て
や
助
言
の
下
に
Ａ
君
へ
の
対
応
を
私
が
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
し
、
ま
ず
は
本
人
の
不
安
を
受
け
止
め
る
こ
と
を
お
願

い
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ａ
君
の
理
解
度
を
確
認
し
な
が
ら
細
や
か

で
基
本
的
な
卒
論
指
導
を
お
願
い
し
、
本
人
と
の
面
談
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
し
た
。
家
庭
で
も
援
助
が
必
要
な
た
め
、
面
談
に
は
母

親
に
も
同
席
し
て
も
ら
っ
た
。
教
員
は
本
人
と
一
緒
に
卒
論
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
い
く
つ
か
の
文
献
を
選
定
し
て
そ
の
ま
と
め
方
等
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に
つ
い
て
具
体
的
な
指
導
を
行
っ
た
。
Ａ
君
は
「
何
と
か
な
る
か

も
…
」
少
し
ホ
ッ
と
し
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た
。
そ
し
て
、
教

員
か
ら
、卒
論
の
個
別
指
導
を
週
一
回
し
よ
う
と
提
案
さ
れ
る
と
、

Ａ
君
は
「
出
席
す
る
」
と
約
束
し
た
。
全
員
参
加
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
も
週
一
回
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
任
意
参
加
で
よ
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
教
員
が
Ａ
君
と
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

い
る
間
、
私
は
母
親
と
別
室
に
て
作
戦
会
議
を
し
て
い
た
。「
Ａ

君
が
週
一
回
の
個
別
指
導
に
参
加
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
で
す

ね
。
お
母
さ
ん
の
出
番
で
す
ね
。
個
別
指
導
の
あ
る
日
は
、
お
母

さ
ん
も
相
談
室
に
行
く
と
か
、（
大
学
近
く
の
大
型
ス
ー
パ
ー
に
）

買
い
物
に
行
き
た
い
等
と
用
事
を
作
っ
て
、
し
ば
ら
く
一
緒
に
出

か
け
て
来
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。」
と
、
一
芝
居
打
っ
て
も
ら

う
よ
う
お
願
い
し
た
。
母
親
は
嬉
し
そ
う
に
快
諾
し
て
く
れ
た
。

　
　

偶
然
そ
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、

さ
り
げ
な
く
Ａ
君
を
見
守
っ
て
く
れ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
、
と
き
ど
き

私
に
ゼ
ミ
生
達
と
の
様
子
も
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
Ａ
君
は
休
む
こ

と
な
く
個
別
指
導
に
出
席
し
、
任
意
参
加
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ゼ
ミ
生
の
部
屋
に
い
る
時
間
も
増

え
、
ゼ
ミ
生
達
と
も
笑
顔
で
ふ
れ
あ
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
私
の
心
配
を
よ
そ
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
研
究
室
に
入
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
一
芝
居
打
つ
は
ず
だ
っ
た
母
親
の

出
番
は
一
度
も
な
く
、
母
親
か
ら
の
電
話
相
談
か
ら
半
年
後
の
三

月
、
Ａ
君
は
卒
業
し
た
。
卒
業
後
に
つ
い
て
は
、
Ａ
君
の
体
調
を

見
て
、
落
ち
着
い
て
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
地
元
の
就
職
先
を

見
つ
け
て
い
く
と
い
う
両
親
の
意
向
が
あ
り
、
在
学
中
は
主
に
修

学
面
と
健
康
・
心
理
面
の
チ
ー
ム
援
助
と
な
っ
た
。

　
　

卒
業
が
決
ま
る
と
、
母
親
は
「
命
が
助
か
っ
た
だ
け
で
も
幸
せ

な
こ
と
な
の
に
、
卒
業
ま
で
で
き
て
嬉
し
い
。
た
っ
た
一
人
の
学

生
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
で
助
け
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ
り
が
た

か
っ
た
」
と
涙
を
流
さ
れ
た
。

　
　

結
果
と
し
て
成
功
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
学
生
相
談
に
携
わ
る

者
と
し
て
ず
っ
と
心
を
痛
め
て
い
た
こ
と
は
、
Ａ
君
の
母
親
が
電

話
し
て
く
れ
る
ま
で
、
Ａ
君
が
大
き
な
事
故
に
遭
っ
て
い
た
こ
と

も
、
せ
っ
か
く
復
学
で
き
て
も
長
い
間
登
校
で
き
ず
に
苦
し
ん
で

い
た
こ
と
も
、
学
生
何
で
も
相
談
室
や
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は

全
く
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
教

訓
に
、
学
内
の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
連
携
シ
ス
テ
ム
を

早
く
構
築
す
る
必
要
性
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

事
例
２
：
ゼ
ミ
に
馴
染
め
ず
ア
パ
ー
ト
に
ひ
き
こ
も
っ
た
学
生
へ
の

チ
ー
ム
援
助
例

文
系
三
年
生
の
Ｂ
君
は
、
単
位
取
得
状
況
は
順
調
で
、
第
一
希
望



38大学と学生 2011.1

特集・メンタルヘルス
の
研
究
室
に
所
属
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
対
人
関
係
が
苦
手
な
Ｂ
君
は

孤
立
し
て
い
た
。
難
し
い
ゼ
ミ
の
課
題
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
人
も

い
な
い
た
め
、
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。「
生
き
る
自
信
を
無
く
し
た
」

と
担
当
教
員
に
ヘ
ル
プ
サ
イ
ン
を
出
し
て
、
一
人
で
ア
パ
ー
ト
に
ひ

き
こ
も
っ
た
。
担
当
教
員
は
慌
て
て
学
部
内
で
相
談
を
し
、
学
部
関

係
者
が
本
人
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
た
が
、
閉
ざ
さ
れ
た
Ｂ
君
の
心
は

な
か
な
か
開
か
れ
な
か
っ
た
。
学
務
係
と
保
護
者
の
働
き
か
け
に
Ｂ

君
が
応
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
約
二
年
間
か
か
っ

た
。
Ｂ
君
が
心
を
開
き
か
け
た
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
学
務
係
は
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
た
。
早
急
に
学
務
係
か
ら
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
、

そ
し
て
学
生
何
で
も
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
私
）
へ
と
情
報
と
協

力
要
請
が
伝
え
ら
れ
、
自
然
と
チ
ー
ム
援
助
の
体
制
が
で
き
た
。
Ｂ

君
は
、
私
と
の
初
め
て
の
面
談
で
「
ア
パ
ー
ト
に
い
る
間
、
退
学
の

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
」
と
静
か
に
語
り
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
て

い
た
。

チ
ー
ム
援
助
の
実
際

○
修
学
面
の
援
助
：
学
務
係
職
員
を
中
心
に
、
ま
ず
は
新
し
い
研
究

室
へ
の
所
属
変
更
と
二
年
分
の
単
位
を
挽
回
す
る
た
め
の
履
修
計

画
の
指
導
・
援
助
が
丁
寧
に
行
わ
れ
た
。
私
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
単
位
の
取
得
に
つ
い
て
不
安
が
な
い
か
確
認
す
る
と
、「
何
と

か
な
る
か
も
…
」
と
笑
顔
で
答
え
、
自
信
を
取
り
戻
し
た
様
子
だ

っ
た
。

○
健
康
・
心
理
面
の
援
助
：
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
期
間
が
長
か
っ
た

た
め
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
必
要
が
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
看
護
師
や
私
が
定
期
的
に

面
談
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
援
助
者
や
Ｂ
君
と
の
面
談
の
頻
度
か

ら
、
看
護
師
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
る
形
と
な
っ
た
。
食

事
や
健
康
面
を
気
に
か
け
な
が
ら
、
Ｂ
君
に
と
っ
て
の
母
親
的
な

関
わ
り
が
な
さ
れ
て
い
た
。
対
人
関
係
が
苦
手
で
、
沈
黙
の
多
い

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
っ
た
が
、「
誰
か
と
話
し
た
い
、
一
緒
に
い

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
発
信
し
て
い
た
。
私
は
「
チ
ー
ム
援
助

を
通
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
援
助
者
と
話
す
機
会
を
持
ち
、
Ｂ

君
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
を
目
指
そ
う
」
と
考
え
、
図

︲
３
の
よ
う
な
チ
ー
ム
援
助
を
行
っ
た
。

　
　

私
と
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
開
始
し
て
二
ヶ
月
が
過
ぎ
る
頃
、

Ｂ
君
が
「
友
達
が
欲
し
い
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
Ｂ
君
の
料
理
好
き

に
絡
め
て
、「
工
学
部
に
も
料
理
好
き
な
男
子
学
生
が
い
て
、
こ

の
間
お
い
し
い
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
焼
い
て
く
れ
た
の
よ
。
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
い
る
け
ど
、
会
っ
て
み
る
？
」
と
誘
っ
て

み
る
と
興
味
を
示
し
た
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
企
画
の
交
流
会
が

近
づ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｂ
君
を
交
流
会
に
誘
う
と
「
参
加
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し
た
い
」
と
返

事
し
た
。
事
前

に
、
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー
達

に
、
Ｂ
君
の
こ

と
を
紹
介
し
て

見
守
っ
て
く
れ

る
よ
う
お
願
い

し
た
。
当
日
、

恥
ず
か
し
そ
う

に
顔
を
赤
ら
め

な
が
ら
登
場
し

た
Ｂ
君
を
サ
ポ

ー
タ
ー
達
が
温

か
く
迎
え
入
れ

た
。
こ
れ
が
大

き
な
一
歩
と
な
っ
た
。
一
週
間
後
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、「
交

流
会
が
盛
り
上
が
り
、
夕
食
も
み
ん
な
で
食
べ
に
行
き
、
カ
ラ
オ

ケ
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
た
。」
と
は
に
か
ん
だ
笑
顔
で
報
告
し

て
く
れ
た
Ｂ
君
は
、
自
ら
希
望
し
て
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録

し
、
夏
休
み
中
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
説
明
会
に
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
、
高
校
生
か
ら
の
相
談
に
応
え
た
。

ま
た
、
Ｂ
君
か
ら
専
門
科
目
の
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
た
留
年
生

は
、
無
事
に
単
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
て
、
Ｂ
君
に
と
て
も
感
謝

し
た
。
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
通
し
て
、
Ｂ
君
は
人
の
役
に
立
つ
喜
び

を
感
じ
、
元
気
に
な
っ
て
き
た
。
ま
さ
に
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
目

指
す
「
自
己
有
用
感
」
を
獲
得
し
、「
生
き
る
自
信
」
を
取
り
戻

し
た
Ｂ
君
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
積
極
性
が
現
れ
、
サ

ポ
ー
タ
ー
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
同
じ
講
義
に
一
緒
に
出
席
し
た

り
、
グ
ラ
ン
ド
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
始
め
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
仲
間
を
作
っ
た
り
し
て
、
生
活
に
メ

リ
ハ
リ
が
出
て
き
た
。
そ
ん
な
Ｂ
君
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
学
生

（
対
人
関
係
が
苦
手
で
軽
い
抑
う
つ
状
態
で
あ
っ
た
男
子
学
生
）

も
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
」
と
登
録
し
、
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
を
通
し
た
学
部
を
超
え
た
仲
間
作
り
や
居
場
所
作
り
が
、

Ｂ
君
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
た
。
私
と
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
で
も
、
返
事
が
追
い
つ
か
な
い
く
ら
い
い
ろ
い
ろ
な
話
題

を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、会
話
が
弾
む
よ
う
に
な
っ
た
。

チ
ー
ム
援
助
に
関
わ
っ
た
援
助
者
は
皆
、Ｂ
君
の
急
成
長
に
驚
き
、

そ
し
て
喜
ん
だ
。
私
は
、
Ｂ
君
の
事
例
か
ら
、
学
生
と
い
う
同
じ

目
線
で
さ
り
げ
な
く
寄
り
添
っ
て
支
え
て
く
れ
た
ピ
ア
・
サ
ポ
ー

タ
ー
達
の
大
き
な
力
に
感
謝
し
、
チ
ー
ム
援
助
の
す
ば
ら
し
い
戦

図－ 3：学生Ｂへのチーム援助
※�藤川（2007）の異職種間の協力による援助を参考にしたチー
ム援助例

を挽回するための履修計画の指導・援助が丁寧に行われた。後日、私がカウンセリングで

単位の取得について不安がないかと尋ねると、「何とかなるかも…」と笑顔で答え、自信

を取り戻した様子だった。 
○健康・心理面の援助：ひきこもっていた期間が長かったため、カウンセリングや医療機

関につなぐ必要がないかということで、保健・管理センター看護師や私が定期的に面談す

ることとなった。援助者や B 君との面談の頻度から、保健管理センター看護師がコーデ
ィネーター役となる形となった。食事や健康面を気にかけながら、B君にとっての母親的
な関わりがなされていた。対人関係が苦手で、沈黙の多いカウンセリングだったが、「誰

かと話したい、一緒にいたい」という気持ちを発信していた。私は「チーム援助を通して、

なるべく多くの援助者と話す機会を持ち、B君のコミュニケーション力向上を目指そう」
と考え、図－３のようなチーム援助を行った。 

コラボレーションリファー／コーディネーション

図－3：学生Ｂへのチーム援助

ピア・サポートの依頼

ピア・サポート活動を通した
仲間作り、居場所作り

ピア・サポーター

学部を超えた友人関係

学生Ｂ

学務職員 看護師

ゼミ教員

情報交換

修学支援等

修学支援等

自己有用感の体験・獲得

カウンセラー

相互の援助

 
私とのカウンセリングを開始して二ヶ月が過ぎる頃、B君が「友達が欲しい」とつぶや
いた。B 君の料理好きに絡めて、「工学部にも料理好きな男子学生がいて、この間おいし
いチーズケーキを焼いてくれたのよ。ピア・サポーターをやっているけど、会ってみる？」

と誘ってみると興味を示した。ピア・サポーター企画の交流会が近づいていたこともあり、

B君を交流会に誘うと「参加したい」と返事した。事前に、ピア・サポーター達に、B君
のことを紹介して見守ってくれるようお願いした。当日、恥ずかしそうに顔を赤らめなが

ら登場した B 君をサポーター達が温かく迎え入れた。これが大きな一歩となった。一週
間後のカウンセリングで、「交流会が盛り上がり、夕食もみんなで食べに行き、カラオケ

まで行くことができた。」とはにかんだ笑顔で報告してくれた B君は、自ら希望してピア・
サポーターに登録し、夏休み中、オープンキャンパスや大学説明会にピア・サポーターと

して参加し、高校生からの相談に応えた。また、B君から専門科目の勉強を教えてもらっ
た留年生は、無事に単位を取ることができて、B君にとても感謝していた。サポート活動
を通して、B君は人の役に立つ喜びを感じ、元気になってきた。ピア・サポートの目指す
「自己有用感」を獲得し、「生きる自信」を取り戻した B君は、コミュニケーションにも
積極性が現れ、サポーターと連絡を取り合って同じ講義に一緒に出席したり、グランドで

キャッチボールを楽しんだり、アルバイトを始めて、アルバイト仲間を作ったりして、生

活にメリハリが出てきた。そんな B 君のサポートを受けた学生（対人関係が苦手で軽い
抑うつ状態であった男子学生）も「ピア・サポーターになりたい」と登録し、ピア・サポ

ートを通した学部を超えた仲間作りや居場所作りが、B君のコミュニケーション力を高め、
私とのカウンセリングでも、私の返事が追いつかないくらいいろいろな話題を提供してく

※藤川（二〇〇七）の異職種間の協力による援助を参考にしたチーム援助

例 



40大学と学生 2011.1

特集・メンタルヘルス

力
と
な
り
う
る
可
能
性
を
感
じ
た
。
学
生
相
談
に
お
い
て
、
有
力

な
サ
ポ
ー
ト
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
る
。

４
．
最
後
に

一
度
、
大
人
や
同
級
生
か
ら
心
を
閉
ざ
し
た
学
生
が
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
戻
り
再
び
心
を
開
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
の

知
ら
な
い
新
し
い
時
間
の
流
れ
に
戸
惑
い
、
自
分
だ
け
が
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
孤
独
感
に
苛
ま
れ
る
。
労
働
者
の
復
職
支
援

と
同
じ
よ
う
に
、
学
生
も
、
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
、
少
し

ず
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
適
応
で
き
る
よ
う
な
「
慣
ら
し
期
間
」
と
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
援
助
に
よ
る
環
境
調
整
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
は
、
慣
ら
し

期
間
中
の
欠
席
の
取
り
扱
い
の
問
題
や
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
時
間
の

確
保
、
そ
も
そ
も
復
学
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
必
要
と
す
る
学
生
が
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
か
、
そ
の
人
数
に
対
応
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

ど
れ
く
ら
い
必
要
な
の
か
等
の
リ
サ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
援
助
者

と
な
る
教
職
員
の
援
助
力
の
向
上
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。
日
々
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
大
事
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
諦
め
ず
に
現
場
か
ら
の
声
を

発
信
し
、
よ
り
よ
い
援
助
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

〈
謝
辞
〉　

こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
援
助
や
連
携
に
快
く
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
教

職
員
、
医
療
関
係
者
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
に
多

く
の
学
び
を
与
え
て
く
れ
た
Ａ
君
と
ご
両
親
、
Ｂ
君
に
も
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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サ
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